～理由書作成する際のチェックポイント～

１．利用者・同居家族等の状況のアセスメント

　生活援助中心型サービスの提供を受けなければ、日常生活にどのような支障を生じるかという視点を持って利用者と同居家族等の状況のアセスメントを行い、どの家事ができるのか、できないのかを判断して、生活援助中心型サービスの導入を検討します。

　①　利用者本人が家事を行うことができない場合

チェック１　・他の手法・方法により行うことはできませんか？

　②同居の家族等が障害・疾病のため家事を行うことができない場合

チェック２　・本人、同居の家族等の身体状況が把握できていますか？

　　　　　　・できること、できないことが家事項目別に整理されていますか？

　　　　　　・診断書等で疾病名を確認することは不要だが、身体状況など必要なアセスメントを十分におこなわれていますか？

　　　　　　・同居の家族等が障害者の場合、自立支援のためにどのような生活援助中心型サービスの提供が必要なのかを検討していますか？

　③その他やむをえない理由で家事を行うことができない

チェック３　・同居家族等の就労状況を正確に把握していますか？

　　　　　　・介護者の介護負担を正確に把握していますか？

　　　　　　・これまでにサービス拒否が無かったかを把握していますか？

２．生活中心型サービスの必要性を検討し、居宅サービス計画を作成する。

チェック４　・利用者の“希望”、同居家族等の“希望”、『必要性』と分けて検討しましたか？

　　　　　　・出来ない事への支援だけでなく、どうすれば更に良くなるか検討しましたか？

　　　　　　・家事の経験がないことを家事ができない理由としていませんか？

　　　　　　・必要な範囲、回数、時間帯、曜日などを検討しましたか？

　　　　　　・近隣に住む家族等からの支援も検討しましたか？

　　　　　　・介護保険給付以外の他のサービスや、地域の住民による自主的な取組み等による支援などの、その他のサービスについての可能性も検討しましたか？

３．居宅サービス計画をサービス担当者会議で確認する。
チェック５　・生活援助中心型サービスの必要性が居宅サービス計画に明文化されてますか？

　　　　　　・生活援助中心型サービスの必要性が関係者（本人・同居家族等、介護支援専門員、サービス提供事業者、他）の間で共有されていますか？

　　　　　　・居宅サービス計画の内容を、関係者の間で共有・確認されていますか？

